
 

 

  
 

大学間連携におけるオンライン教材開発支援のための 

相互レビューシートの試作 
 

根本淳子†1 高橋暁子†2 竹岡篤永†3 

 

本稿では，大学間連携における eラーニング教材開発において，開発する教材の質を一定に保つための仕組みとして，
共通ガイドライン等を踏まえた，コンテンツ開発ツール（相互レビューシート群）とレビュープロセスについて検討
した．本発表では開発したレビューシート群の認知的ウォークスルー結果について報告する． 

 

Development of Mutual Review Seat for Online Material Development 

Support in Interuniversity Cooperation 
 

JUNKO NEMOTO†1 AKIKO TAKAHASHI†2  

ATSUE TAKEOKA†3 

 

In this paper, we propose a mutual review seat for online material development support in interuniversity cooperation. Focusing 

on the contents development support tool and review process, we report the result of cognitive work through test of the developed 

sheets.  

 

 

1. はじめに   

 e ラーニングの開発を行う際，質を一定に保つために大

事になるのが設計段階である．設計者と担当教員の間で，

実施目標に見合った学習と評価活動を入れ込んだ，できる

だけ具体的な開発物イメージの共有が，開発段階での手戻

りを減らすことになり，結果的に効率的な開発を可能とす

る（引用）．そのためには，開発・実施用フォーマットの利

用や専門家によるレビュープロセスの用意が有効である．

しかし，インストラクショナルデザイナーのような専門家

を常駐させることは開発規模や組織体制によって難しい場

合も多々ある． 

では，一定の質を保ち，統一感を持った e ラーニング教

材を開発していくためにどのような対応が考えられるであ

ろうか．プロジェクトや開発組織内で e ラーニング教材に

求める共通事項を決め，柔軟性を持たせつつも一定のルー

ル上で開発することが考えられるであろう．開発に複数名

が関与する場合には特に有用であろう． 

しかし，実際に複数の人間が参画する場合，共通理解や

共通事項を定めるのは難しく，具体的な共通事項からどの

ような教材が出来上がるのか，どのような教材ならば条件

を満たしていると言えるのか，などの意見を完全に一致さ

せるのは難しい．そこで重要になってくるのが，開発に関

わる複数が実際に見て確かめることのできる具体的な見本

である．筆者らは大学間連携による e ラーニング実施にお

いて，e ラーニング教材を開発する際に活用できる「相互

レビューシート（群）」の作成を試みた．これによって，あ
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る一定の条件を満たす e-Learning 科目のイメージが共有で

き，併せて，コンテンツ作成の支援を意図している． 

筆者らは，大学間連携における e ラーニング教材開発に

おいて，各大学が開発する教材の質を，共通ガイドライン

等を踏まえて一定に保つための「相互レビューシート（群）」

と，それらを活用するレビュープロセスについて検討した．

本相互レビューシートの試作結果について報告する． 

2. コンセプト 

 筆者らが所属する大学連携事業プロジェクトでは，教育

システムや教育理念の異なる大学間で教育資源を共有する

ことを目的に， eラーニングを活用した教育の共同実施に

取り組んでいる．事業推進のため，連携している 5 大学ご

とに分室が設置され，各大学 2～3 名の専任および兼任教

員がメンバーとして在席している（図 1）．専任の開発員の

いる大学もあるが，すべてではない．また，インストラク

ショナルデザイナー（IDer）がいる大学もあれば，いない

大学もある．筆者らは IDer の立場である． 

図 1 大学連携図 

Figure1  Relationship of the University Network 

 †3 高知大学  Kochi University 

情報処理学会研究報告 
IPSJ SIG Technical Report

ⓒ 2015 Information Processing Society of Japan 1

Vol.2015-CE-132 No.15
Vol.2015-CLE-17 No.15

2015/12/5



 

 

  
 

共同実施ではあるが，e ラーニングの科目を協業して作

るのではない．各大学が担当する科目のコンテンツを作成

し，専任の開発員が作成する大学もあれば，科目担当教員

が自ら開発する大学もある．各大学の環境に応じて制作を

進められるというメリットがある反面，本事業のメンバー

が関与できる範囲も各大学の状況に応じて異なり，前述の

ように IDer のいない大学もあり，結果，質にばらつきが出

る可能性が高い．そのため，共通ルールを作り対策を講じ

てきた．例えば，その一つに設計ガイドラインの策定があ

る．この中では，e ラーニング教材の質保障に関する枠組

みを定め，一定の条件を満たす教材づくりに努めている

（例：授業回毎に授業内容に関する双方向性を有した学修

コンテンツを含めるなど）[3]． 

本論で取り上げるのは，教材開発の中心者である e ラー

ニング作成担当者の支援を意識した，相互レビューシート

の検討である．これも大学連携における授業の質保証に強

く寄与するものである． 

通常，教材設計では開発を担当する同組織の中で，設計・

開発を担当していないメンバーが内容やプロセス等の確

認・レビューを実施する．今回は大学間連携であるため，

ある大学が設計した教材を他大学の教材開発担当者がレビ

ューできるプロセスの構築を目指した．これによって，大

学内で限られたリソースを大学間で最大限に活用できる枠

組みが構築できる．また，教材開発の熟練者が初心者と協

働することで，学びあい成長する機会を創出することも意

図している． 

 

3. 相互レビューシートの設計と開発 

3.1 相互レビューシートの活用イメージ 

開発する相互レビューシート群には次のシートが含ま

れる． 

１． オンライン授業設計書 

２． オンライン授業内容確認シート（記入例あり） 

３． eラーニング教材サンプル（Moodle） 

４． Moodle コーステンプレート 

５． Moodle テーマ（スタイルシート） 

 

オンライン授業設計書（以降，設計書）（図 2）は，科目

名，学習目標，授業回のタイトルなどから具体的にどのよ

うな教材かがわかる基本情報を含む．この中には，VOD や

掲載する教材の分量など開発にどれぐらいの作業量が必要

になるのか予想するために必要な情報も入れるようにした．

オンライン授業内容確認シート（レビューシート）（図 3）

は，オンライン授業設計書と対に用いるワークシートであ

る．一人でオンライン授業設計書を書くことが難しい場合

のジョブエイド的な役割を担っており，この確認シートを

用いて整理できた内容は，表示された指示に従うことでオ

ンライン授業設計書のどの部分に書くことができるのかを

確認できる．また，いつでも参照できるように別途用意さ

れている設計ガイドラインとの対応項目も記してある． 

今回作成したレビューシートは e ラーニング教材の確認

のために作成したチェックリスト[2]を参考にした.本チェ

ックリストには当時の提供されていた IT 関係の e ラーニ

ング 28 科目の調査に基づき，教材設計の視点から 6 項目

全 102 項目のチェック項目がある．6 項目は，（1）ID の基

礎情報（目標・対象者・前提条件など），（2）ID 構成（構造

化・系列化・目次など），（3）情報提示（説明・事例・用語

集），（4）練習場面（質問数・一貫性・フィードバックコメ

ント・振り返りなど），（5）メディアデザイン（図・動画・

音声のデータ利用），（6）ユーザビリティ（ナビゲーション・

レイアウト・アクセスのしやすさなど）である． 

今回再利用するために検討した結果，（5）メディアデザ

インと（6）ユーザビリティは Moodle 機能などに依存する

ため対象項目から削除した．また，（1）ID の基本情報に含

まれる前提・事前テストは，大学での授業を対象にしてお

り，対象者を明確に記述することで対応できることから削

除した．さらに，（3）情報提示に含まれる用語集やリンク

集のような任意項目は，それが何を指すのかを明示するよ

うにした．これらを含め，全体を専門家向けから作成担当

者向けへと改善した． 

相互レビュー活動で重要であるのが上記 2 つのレビュー

シートである．しかしこれだけだと開発のイメージがつき

にくい．そこで e ラーニング教材のサンプルも準備した．  

 

図 2 オンライン設計書例（ガイダンスページ） 

Figure2  An Example of Online Contents Design Sheet 

No 項目 内容 添付ファイル 備考

1 科目名 「モラエスの徳島」～グローバリズムと異邦人～
2 担当教員 宮崎隆義
3 学生から担当教員への連絡方法

4からメール転送とする
4 問い合わせ先 els.support@tokushima-u.ac.jp
5 シラバス参照先URI http://www-ek4.cc.kagawa-u.ac.jp/courses/pdf/H26_moraes.pdf
6 冒頭挨拶文 「モラエスの徳島　～グローバリズムと異邦人～」へようこそ！

この科目は、ヴェンセスラウ・デ・モラエスの生涯とその作品を眺め、
ゆかりの場所（ビデオ）をめぐりながら、理解を深め、同時に異文化理
解というものを考える科目です。

7 科目概要 グローバルという言葉が声高に叫ばれているが，その根底には越境
ということがある。政治，経済，科学技術，医療，環境，文化，芸術な
ど，ありとあらゆるものが国境を超え全地球に及んで，複雑な問題を
生み出している。複雑に絡み合った問題を解く手がかりは，ひとつの
価値観に囚われることなく複数の視点で眺めてみることであろう。人
や物，芸術，文化の往来と影響関係には長い歴史があるが，それも
越境故に豊かなものになっている。その往来のひとつの例として，徳
島のモラエスを取り上げてみたい。モラエスは，何回か日本にやって
きた後に，１８９９年から日本で暮らし，その後１９１３年から１６年の
間庶民の中で暮らした。元ポルトガル海軍の軍人で後に在神戸ポル
トガル領事となった人物だが，軍人，文人，外交官として，その当時
の日本を，徳島を眺めて作品を書き残している。そこには現代のわ
れわれに対して示唆するものが多く含まれている。
この授業を通して，グローバリズムと異邦人ということを考えながら，
異文化の理解ということを考えてみたい。

8 教科書・配布資料・参考文献 教科書として、以下の指定文献があります。
・「徳島の盆踊り」岡村多希子訳、ことのは文庫　全文ダウンロード：
PDFファイル）
・「おヨネとコハル」岡村多希子訳、彩流社
・「日本精神」岡村多希子訳、彩流社

「徳島の盆踊り」は全文ダウンロードができます。
他の2冊は指定ページを印刷配布しますので、各大学の指示に従っ
てコピーを受け取ってください。
上記の３冊以外の参考文献は、コーストップページの最後に示してい
ます。ぜひ読んでみてください。

9 学習目標 グローバリズムと異邦人ということを考えながら，異文化の理
解ということを考える。

10 評価方法 本科目には、毎回の小課題、中間試験、定期試験があります。詳細
は以下の通りです。毎回の小課題に取り組むことで、中間試験およ
び定期試験のレポートが完成していきますので、順序に沿って一つ
ずつ確実に合格する必要があることを覚えておきましょう。 評価シート

11 学修の進め方 毎回の授業では、指定文献の指示、要点をまとめたビデオ（15分程
度）、小課題を用意しています。最初に小課題の内容を確認してか
ら、指定文献とビデオを見ると、その回のポイントが分かりやすいで
しょう。

小課題では、お互いの提出物を読んで意見交換を行います。意見交
換によって自分では気づかなかった視点を得ることは、より深い学び
につながります。受講者同士でお互いを高めあえるよう、積極的に発
言しましょう。

12 スケジュール 毎回の小課題は、締切日時を過ぎても提出を受け付けますが、減点
される場合があります。
中間試験と定期試験は、締切日時を過ぎた場合は、原則受け付けま
せん。
以下にスケジュールを示しますので、自分なりに学習スケジュールを
立て、計画的に進めてください。 スケジュールシート

13 その他の注意事項 「ビデオが見れない」「課題の提出方法がわからない」など、学修を
進めるうえで困ったことが起こったら、何でも気軽にサポート室まで
メールでご連絡ください。なお、土日祝日のメールに対しては、返信
が遅くなりますのでご了承ください。
eラーニングサポート室：
els.support@tokushima-u.ac.jp

以下の内容を埋めることで、Moodleのコース上にガイダンスページを作成できます。学生への説明を想定して文章を作成してください。
図表がある場合は、別途、ファイルを添付してください。
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図 3 オンライン設計内容確認シートの一部 

Figure3 Online Development Contents Review Sheet 

 

 

図 4 Moodle テンプレート例 

Figure4  An example of Moodle Template 

 

さらに，設計書内の必要項目を抽出して掲載するコーステ

ンプレート（図 4）と Moodle 上の授業回構造を作成しやす

くした Moodle テーマ（スタイルシートなどで外観を変更

することができる機能）も用意した． 

 

3.2 相互レビューシートの活用の流れ 

相互レビューシート群の利用の流れは次の通りである．

設計段階では，まず科目担当教員が開発する授業の設計を

行う．設計の支援となる内容確認シートを用いて設計書に

必要な情報を書き出す．ある程度作成できた段階で，分室

メンバーが確認し，内容や精度を高めていく．開発段階で

は，作成メンバーが設計書を見ながら Moodle コンテンツ

を作成する．必要に応じで用意されたテンプレートや

Moodle テーマを活用し作業を簡便化する．分室内でレビュ

ーをし，必要に応じて追加・修正をする．教材が完成した

ら，他大学のメンバーにレビューを依頼し確認する． 

大学間でのレビューを設計や開発の途中に入れると，負

荷がかかりすぎ開発に影響が出る可能性が高いので最終段

階だけに絞る．しかし，共通のレビューシートを用いるこ

とで共通のルール上で開発が進むようにする．質問などは，

大学間で確認し合うこともしやすくする． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 設計段階のワークフロー 

Figure1 Workflow in Design Process 

 

4. 相互レビューシートの認知的ウォークスル

ーの実施 

 開発したレビューシート群を使って，認知的ウォークス

ルーを実施した．認知的ウォークスルーとは，開発関係者

が特定の基準に基づき，ターゲットユーザー視点で評価対

象のツールやサイトを操作することで，様々な問題点を指

摘する手法である．システムの学習容易性に焦点を当てて

いるため「すぐその場でつかえる（walk-up-and use）」シス

テムの評価に優れている[1] 

 

利用頻度が低そ
うなブロックは非

表示

ガイダンス準拠コ
ンテンツをあらか
じめ設置（編集・
複製をしてコンテ
ンツを開発）

入力例、作成の
ポイントなどがあ
らかじめ入ってい

る
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図 2 開発段階のワークフロー 

Figure2 Workflow in Development Process 

 今回は，IDer である第 3 筆者が設計段階のレビュープロ

セスに沿って利用した．結果，専門家以外の担当者にはわ

かりにくい部分があることがわかり，次の点を改善した． 

・オンライン授業内容確認シートの改善： 

 チェックシートを最大限簡略化させた．ユーザビリテ

ィに関する部分は Moodle の標準機能に委ねることとし

て削除した． 

 評価や目標などについてはこれまでの項目を生かし

つつ，今回作成する教材開発に合わせて IDer 以外にも理

解できる用語を用いることとした． 

・設計ガイドラインへの適合： 

 設計段階の早めに設計ガイドライン等へ適合させるこ

とが重要と考え，オンライン授業内容確認シートを設計

ガイドラインに同期させるよう項目を具体化した． 

 設計ガイドラインの項目を網羅することで，早期に共

同実施授業のポリシーが反映されることを意識した．ま

た，ヒアリングシートとしても活用できるような位置づ

けとなったと思われる．（初期段階に確認しておくべき

こととそれ以外を分けるとよい） 

・Moodle テンプレートの改善：   

 科目トップページに，科目名，担当教員，連絡方法，

科目概要を書く欄を作り，オンライン授業内容確認シー

トと同期させた． 

 

5. まとめ 

本論では，大学間連携における e ラーニング教材開発に

おいて，共通ガイドライン等を踏まえて、大学間で教材の

質等を一定に保つための「相互レビューシート（群）」と，

それらを活用するレビュープロセスについて検討した． 

開発を完了させ認知的ウォークスルーテストまでを実

施した．この後ユーザテストを行い，実運用を目指す．さ

利用による効果等も確認していく． 
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